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◎ 調査の概要 

（１）調査目的 

訪台経験や情報源、台湾に関する知識等を問うことを通じて、日本人が台湾に対してどのよ

うな意識を持っているかについて明らかにすることを目的とする。 

（２）調査対象 

① 母 集 団 日本全国に居住する 20 歳以上 89 歳の男女 

② 標 本 数 1,000 人 

（３）調査方法 

インターネット調査（20-79 歳）、電話調査（80-89 歳） 

（４）調査期間 

インターネット調査 平成 28 年 10 月 7 日～10 月 11 日 

電話調査      平成 28 年 10 月 6 日～10 月 11 日 

（５）標本構成 

  母集団の構成比に合わせて、下記の通り割付けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   北海道 北海道 
   東北  青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 
   関東  茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 
   中部  新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県 
   近畿  三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 
   中国  鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 
   四国  徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
   九州  福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 
 

（６）報告書を読む際の注意 

  インターネット調査では全ての質問への回答を必須としたため、「無回答」は電話調査のみ発生 

  している。 

 

  

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
北海道 2 3 4 3 4 3 1 2 3 4 4 4 4 2 43
東北 4 5 6 6 7 4 2 4 5 6 6 7 6 5 73
関東 23 30 34 25 27 20 8 21 27 32 24 28 23 13 335
中部 11 13 15 13 15 11 5 10 12 14 12 15 13 9 168
近畿 11 14 16 13 15 11 5 11 14 16 13 16 14 8 177
中国 4 4 5 4 5 4 2 3 4 5 4 6 5 3 58
四国 2 2 2 2 3 2 1 2 2 3 2 3 3 2 31
九州 7 9 9 9 10 7 4 7 9 9 9 11 9 6 115
合計 64 80 91 75 86 62 28 60 76 89 74 90 77 48 1,000

男性 女性 合計
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もっとも親しみを感じるアジアの国・地域 

 

 もっとも親しみを感じるアジアの国・地域を「台湾」、「中国」、「韓国」、「それ以外」の中から

選んでもらったところ、「台湾」と答えた者の割合が最も高く、59.1％だった。次いで「韓国」が

11.4％、「中国」が 3.2％の順となっている。 

 なお、「上記（台湾・中国・韓国）以外」と答えた者は 25.2％だった。 

 性別にみると、「台湾」と答えたのは男性で 66.3％、女性で 52.3％となっている。 

 年代別にみると、70歳代で「台湾」と答えたのは 69.1％となっている。 

 

問１ 次にあげたアジアの国・地域の中で、あなたがもっとも親しみを感じるのはどこですか。 

                                     （答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.1 3.2 11.4 25.2 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

台湾

中国

韓国

上記（台湾・中国・韓国）以外

無回答

総数 台湾 中国 韓国 上記
（台湾・中
国・韓国）
以外

無回答

1,000 59.1 3.2 11.4 25.2 1.1
男性 486 66.3 2.3 6.4 24.5 0.6
女性 514 52.3 4.1 16.1 25.9 1.6
20歳代 124 56.5 4.0 13.7 25.8 0.0
30歳代 156 54.5 3.8 10.9 30.8 0.0
40歳代 180 58.3 2.2 12.2 27.2 0.0
50歳代 149 51.0 2.0 12.8 34.2 0.0
60歳代 176 64.2 1.7 10.8 23.3 0.0
70歳代 139 69.1 1.4 9.4 20.1 0.0
80歳代 76 60.5 11.8 9.2 3.9 14.5
中学校 49 34.7 6.1 18.4 32.7 8.2
高等学校 326 56.4 3.4 13.8 25.5 0.9
短大・高専・専門学校 210 56.7 3.3 11.4 27.6 1.0
大学・大学院 412 65.5 2.4 8.7 22.8 0.5
事務職 173 57.2 1.7 11.0 30.1 0.0
管理職 38 68.4 0.0 5.3 26.3 0.0
専門的・技術職 79 62.0 5.1 8.9 24.1 0.0
販売・サービス職 81 59.3 2.5 9.9 28.4 0.0
技能・労務職 68 60.3 4.4 10.3 25.0 0.0
農林漁業 9 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0
主婦・主夫 297 55.2 3.0 15.5 25.3 1.0
学生 24 70.8 4.2 8.3 16.7 0.0
無職 198 62.6 4.0 8.1 21.2 4.0
北海道 43 55.8 0.0 9.3 32.6 2.3
東北 73 50.7 2.7 13.7 30.1 2.7
関東 335 58.8 1.8 12.2 26.3 0.9
中部 168 63.1 4.2 11.3 20.2 1.2
近畿 177 58.8 4.5 10.2 26.0 0.6
中国 58 58.6 3.4 6.9 29.3 1.7
四国 31 74.2 0.0 9.7 16.1 0.0
九州 115 57.4 6.1 13.0 22.6 0.9

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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もっとも親しみを感じるアジアの国・地域（台湾・中国・韓国以外） 

 

 もっとも親しみを感じるアジアの国・地域で、「上記（台湾・中国・韓国）以外」と答えた者に、

具体的な国名を聞いたところ、「タイ」と答えた者が 26 名だった。次いで、「シンガポール」18

名、「ベトナム」11名、「ブータン」7名などとなっている。 

 

問１付問 （もっとも親しみを感じるのは）具体的にどの国・地域ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※該当者は 249名。 

※「なし」や複数の国を含む回答（「東南アジア」など）は上記集計から除外している。 

 

  

タイ 26
シンガポール 18
ベトナム 11
ブータン 7
インド 6
インドネシア 6
香港 5
マレーシア 5
モンゴル 3
ネパール 2
フィリピン 2
マカオ 1
パプアニューギニア 1
モルディブ 1
カンボジア 1



- 4 - 

 

台湾と聞いて思いつくこと 

 

 「台湾」と聞いて思いつくことを聞いたところ、「親日的」などのイメージをあげた者が 248

名、「料理がおいしい」などの食に関連する項目をあげた者が 235 名、「近い」、「島国」などの国

のイメージをあげた者が 131名、「屋台・夜市」、「故宮博物館」など旅行・観光に関する項目をあ

げた者が 103名、「義援金・寄付金」など政治・経済・交通に関する項目をあげた者が 61名など

となっていた。 

 

問２ あなたが「台湾」と聞いて思いつくことを一言で教えてください。 

 

  

親日的などのイメージ 計248 食に関するもの 計235 国のイメージ 計131
親日、友好的 200 料理がおいしい 100 近い 34
好感 19 バナナ 34 気候 34
人が優しい、人柄が良い 13 飲茶・小龍包 31 地名 25
ネガティブ 12 かき氷・スイーツ・タピオカ 23 島国 13
人が穏やか 2 ラーメン 12 中国 10
マナーが良い 2 台湾料理 11 外国 4

果物（バナナ以外） 6 中華民国 3
お茶・烏龍茶 2 漢民族・民族 3
その他食べもの・B級グルメ 16 景観 4

アジア 1

観光・旅行に関するもの 計103 政治・経済・交通 計61 人物 計58
屋台・夜市 41 義援金・寄付金 13 蒋介石 19
故宮博物館 19 復興・支援 12 福原愛（配偶者）関連 17
観光 19 ＩＴ関連、企業 10 テレサ・テン 3
街並み 9 物価 9 金城武 3
旅行 8 交通 8 李登輝 2
買物 2 国家 3 王貞治 2
お寺 2 経済 3 鄭成功 2
パワースポット 1 国民党 2 蓮舫 2
祭り 1 外交 1 その他人物 8
夜景 1

歴史的な出来事 計55 スポーツ・カルチャー 計25 言語・文字・教育 計21
旧日本領 15 スポーツ 15 日本語がわかる 7
中国との関係 13 エンターテイメント 4 文化・歴史 6
独立 8 アニメ 4 漢字・字 3
戦争 5 ドラマ 2 言葉 2
旧中国領 2 教育 2
その他イメージ 12 改革心がある 1

その他 計63 ない・わからない 計139
知人・親族がいる・いた 10 特にない（知らない） 131
行ってみたい（興味がある） 4 分からない 8
行きやすい 3
行った事がある 2
マッサージ 2
なじみがない 1
その他イメージ 41
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台湾に行ったことがあるか 

 

 台湾に行ったことがあるか聞いたところ、「行ったことがある」と答えたのは 25.0％、「行った

ことがない」と答えたのは 74.9％だった。 

 年代別にみると、「行ったことがある」と答えたのは 60 歳代で 30.7％、70 歳代で 39.6％とな

っている。「行ったことがない」と答えたのは 20歳代で 83.1％、40歳代で 80.6％となっている。 

 

 

問３ あなたは、台湾に行ったことがありますか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0 74.9 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

ある

ない

無回答

総数 ある ない 無回答

1,000 25.0 74.9 0.1
男性 486 27.4 72.6 0.0
女性 514 22.8 77.0 0.2
20歳代 124 16.9 83.1 0.0
30歳代 156 24.4 75.6 0.0
40歳代 180 19.4 80.6 0.0
50歳代 149 20.1 79.9 0.0
60歳代 176 30.7 69.3 0.0
70歳代 139 39.6 60.4 0.0
80歳代 76 22.4 76.3 1.3
中学校 49 22.4 77.6 0.0
高等学校 326 21.8 78.2 0.0
短大・高専・専門学校 210 24.8 75.2 0.0
大学・大学院 412 27.9 71.8 0.2
事務職 173 22.0 78.0 0.0
管理職 38 42.1 57.9 0.0
専門的・技術職 79 29.1 70.9 0.0
販売・サービス職 81 19.8 80.2 0.0
技能・労務職 68 20.6 79.4 0.0
農林漁業 9 22.2 77.8 0.0
主婦・主夫 297 24.9 75.1 0.0
学生 24 8.3 91.7 0.0
無職 198 27.3 72.2 0.5
北海道 43 27.9 72.1 0.0
東北 73 6.8 93.2 0.0
関東 335 25.7 74.0 0.3
中部 168 29.8 70.2 0.0
近畿 177 29.4 70.6 0.0
中国 58 19.0 81.0 0.0
四国 31 22.6 77.4 0.0
九州 115 23.5 76.5 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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台湾を訪れた回数 

 

 「台湾に行ったことがある」と答えた者に、訪台回数を聞いたところ、「１回」と答えたのは

57.6％、「２回」と答えたのは 18.8％、「３～４回」と答えたのは 10.4％、「５～９回」と答えた

のは 8.0％、「１０回以上」と答えたのは 5.2％だった。 

 性別にみると、「１回」または「２回」と答えた者の合計が、男性では 60％台後半だったのに

対し、女性では８割を超えている。また、「５回以上」と答えた者の合計が、男性では２割弱だっ

たの対し、女性では１割以下だった。 

 

問３付問 あなたは、これまでに何度台湾を訪れましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.6 18.8 10.4 8.0 5.2 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

該当数

(N=250)

１回

２回

３～４回

５～９回

１０回以上

無回答

該当
数

１回 ２回 ３～４回 ５～９回 １０回以上 無回答

250 57.6 18.8 10.4 8.0 5.2 0.0
男性 133 50.4 16.5 14.3 11.3 7.5 0.0
女性 117 65.8 21.4 6.0 4.3 2.6 0.0
20歳代 21 66.7 14.3 9.5 4.8 4.8 0.0
30歳代 38 63.2 15.8 13.2 7.9 0.0 0.0
40歳代 35 51.4 17.1 20.0 8.6 2.9 0.0
50歳代 30 63.3 10.0 10.0 6.7 10.0 0.0
60歳代 54 50.0 27.8 5.6 7.4 9.3 0.0
70歳代 55 56.4 21.8 7.3 9.1 5.5 0.0
80歳代 17 64.7 11.8 11.8 11.8 0.0 0.0
中学校 11 27.3 27.3 9.1 18.2 18.2 0.0
高等学校 71 56.3 19.7 14.1 1.4 8.5 0.0
短大・高専・専門学校 52 57.7 21.2 9.6 7.7 3.8 0.0
大学・大学院 115 60.9 16.5 8.7 11.3 2.6 0.0
事務職 38 57.9 18.4 15.8 5.3 2.6 0.0
管理職 16 37.5 6.3 25.0 25.0 6.3 0.0
専門的・技術職 23 56.5 30.4 8.7 4.3 0.0 0.0
販売・サービス職 16 62.5 12.5 0.0 6.3 18.8 0.0
技能・労務職 14 57.1 7.1 28.6 7.1 0.0 0.0
農林漁業 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0
主婦・主夫 74 62.2 27.0 5.4 2.7 2.7 0.0
学生 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
無職 54 55.6 14.8 9.3 13.0 7.4 0.0
北海道 12 50.0 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0
東北 5 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
関東 86 62.8 16.3 10.5 5.8 4.7 0.0
中部 50 66.0 12.0 8.0 10.0 4.0 0.0
近畿 52 34.6 32.7 13.5 13.5 5.8 0.0
中国 11 72.7 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0
四国 7 71.4 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0
九州 27 55.6 18.5 11.1 3.7 11.1 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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訪れたことのある場所 

 

 「台湾に行ったことがある」と答えた者に、訪れたことのある場所を選んでもらったところ、

「台北」をあげた者の割合が最も高く 93.6％、次いで「高雄」40.8％、「台中」33.6％、「九份」

32.4％、「台南」25.2％、「花蓮」24.4％、「淡水」16.0％、「基隆」10.0％、「台東」8.8％の順とな

っている。 

 性別にみると、「九份」をあげた者の割合は男性で 27.1％、女性で 38.5％となっている。 

 年代別にみると、すべての年代で「台北」をあげた者の割合は８割以上となっている。 

 

問４ 訪れたことのある場所を次の中からすべてお答えください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.6

40.8

33.6

32.4

25.2

24.4

16.0

10.0

8.8

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

台北

高雄

台中

九份

台南

花蓮

淡水

基隆

台東

その他

無回答

該当数(N=250)
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該当
数

台北 高雄 台中 九份 台南 花蓮

250 93.6 40.8 33.6 32.4 25.2 24.4
男性 133 91.7 40.6 31.6 27.1 24.1 24.1
女性 117 95.7 41.0 35.9 38.5 26.5 24.8
20歳代 21 85.7 9.5 19.0 61.9 9.5 4.8
30歳代 38 97.4 26.3 23.7 36.8 15.8 15.8
40歳代 35 91.4 31.4 34.3 31.4 17.1 11.4
50歳代 30 96.7 33.3 23.3 13.3 16.7 10.0
60歳代 54 98.1 50.0 38.9 48.1 37.0 40.7
70歳代 55 92.7 58.2 45.5 23.6 38.2 34.5
80歳代 17 82.4 58.8 35.3 0.0 17.6 35.3
中学校 11 90.9 36.4 18.2 45.5 27.3 27.3
高等学校 71 87.3 42.3 42.3 21.1 25.4 28.2
短大・高専・専門学校 52 94.2 50.0 42.3 38.5 36.5 30.8
大学・大学院 115 97.4 36.5 26.1 35.7 20.0 19.1
事務職 38 92.1 34.2 23.7 34.2 7.9 7.9
管理職 16 100.0 43.8 50.0 43.8 25.0 37.5
専門的・技術職 23 95.7 34.8 30.4 21.7 21.7 26.1
販売・サービス職 16 100.0 25.0 25.0 25.0 12.5 12.5
技能・労務職 14 78.6 21.4 21.4 21.4 21.4 7.1
農林漁業 2 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0
主婦・主夫 74 94.6 44.6 39.2 39.2 33.8 31.1
学生 2 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0
無職 54 92.6 55.6 37.0 31.5 29.6 33.3
北海道 12 83.3 58.3 33.3 41.7 16.7 25.0
東北 5 80.0 20.0 0.0 40.0 0.0 20.0
関東 86 97.7 31.4 29.1 32.6 20.9 19.8
中部 50 88.0 40.0 30.0 18.0 20.0 18.0
近畿 52 96.2 51.9 42.3 38.5 40.4 36.5
中国 11 81.8 45.5 45.5 18.2 27.3 36.4
四国 7 100.0 28.6 28.6 57.1 42.9 28.6
九州 27 96.3 48.1 40.7 40.7 22.2 22.2

該当
数

淡水 基隆 台東 その他 無回答

250 16.0 10.0 8.8 2.0 0.0
男性 133 15.8 11.3 8.3 2.3 0.0
女性 117 16.2 8.5 9.4 1.7 0.0
20歳代 21 23.8 19.0 9.5 0.0 0.0
30歳代 38 13.2 5.3 10.5 0.0 0.0
40歳代 35 17.1 8.6 2.9 2.9 0.0
50歳代 30 10.0 3.3 3.3 3.3 0.0
60歳代 54 20.4 13.0 9.3 3.7 0.0
70歳代 55 16.4 9.1 12.7 1.8 0.0
80歳代 17 5.9 17.6 11.8 0.0 0.0
中学校 11 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0
高等学校 71 9.9 5.6 12.7 7.0 0.0
短大・高専・専門学校 52 17.3 13.5 9.6 0.0 0.0
大学・大学院 115 20.0 10.4 7.0 0.0 0.0
事務職 38 15.8 7.9 2.6 0.0 0.0
管理職 16 31.3 31.3 12.5 0.0 0.0
専門的・技術職 23 4.3 0.0 4.3 0.0 0.0
販売・サービス職 16 25.0 6.3 0.0 0.0 0.0
技能・労務職 14 7.1 0.0 14.3 0.0 0.0
農林漁業 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0
主婦・主夫 74 14.9 9.5 9.5 2.7 0.0
学生 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
無職 54 18.5 14.8 13.0 3.7 0.0
北海道 12 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0
東北 5 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0
関東 86 18.6 9.3 8.1 2.3 0.0
中部 50 16.0 6.0 2.0 4.0 0.0
近畿 52 15.4 15.4 15.4 1.9 0.0
中国 11 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0
四国 7 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0
九州 27 18.5 11.1 11.1 0.0 0.0

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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台湾に行きたいか 

 

 今後台湾に行きたいか聞いたところ、「行きたい」と答えたのは 50.8％、「どちらともいえない」

と答えたのは 29.8％、「行きたくない」と答えたのは 19.4％だった。 

 性別にみると、「行きたい」と答えたのは男性で 53.3％、女性で 48.4％となっている。 

 年代別にみると、「行きたい」と答えたのは 20歳代で 58.9％となっている。 

 

問５ 今後台湾に行きたいですか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.8 29.8 19.4 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

行きたい

どちらともいえない

行きたくない

無回答

総数 行きたい どちらとも
いえない

行きたく
ない

無回答

1,000 50.8 29.8 19.4 0.0
男性 486 53.3 32.5 14.2 0.0
女性 514 48.4 27.2 24.3 0.0
20歳代 124 58.9 25.0 16.1 0.0
30歳代 156 49.4 28.2 22.4 0.0
40歳代 180 55.0 27.8 17.2 0.0
50歳代 149 51.0 28.9 20.1 0.0
60歳代 176 54.5 33.5 11.9 0.0
70歳代 139 51.1 36.7 12.2 0.0
80歳代 76 21.1 26.3 52.6 0.0
中学校 49 30.6 30.6 38.8 0.0
高等学校 326 43.9 32.5 23.6 0.0
短大・高専・専門学校 210 51.9 29.0 19.0 0.0
大学・大学院 412 58.3 27.7 14.1 0.0
事務職 173 58.4 23.1 18.5 0.0
管理職 38 71.1 18.4 10.5 0.0
専門的・技術職 79 55.7 34.2 10.1 0.0
販売・サービス職 81 53.1 30.9 16.0 0.0
技能・労務職 68 55.9 27.9 16.2 0.0
農林漁業 9 22.2 55.6 22.2 0.0
主婦・主夫 297 45.5 27.9 26.6 0.0
学生 24 75.0 20.8 4.2 0.0
無職 198 40.4 38.9 20.7 0.0
北海道 43 27.9 41.9 30.2 0.0
東北 73 46.6 30.1 23.3 0.0
関東 335 51.0 31.0 17.9 0.0
中部 168 48.8 31.5 19.6 0.0
近畿 177 58.8 20.9 20.3 0.0
中国 58 51.7 25.9 22.4 0.0
四国 31 64.5 29.0 6.5 0.0
九州 115 47.8 34.8 17.4 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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台湾に対する興味 

 今後台湾に行きたいと答えた者に、台湾のどのような分野に興味があるか聞いたところ、「食文

化」をあげた者の割合が最も高く、78.0％だった。次いで、「歴史・史跡・寺廟」56.9％、「自然

環境」41.9％、「ショッピング」32.9％、「伝統行事（ランタンフェスティバルなど）」21.3％、「東

洋医学（漢方・鍼灸など）」18.9％、「政治・経済」9.4％、「映画のロケ地・舞台」6.3％の順とな

っている。 

 性別にみると、男女とも「食文化」をあげた者の割合が最も多く、８割弱となっている。「自然

環境」をあげた者の割合は男性で 46.3％、女性で 37.3％、「政治・経済」をあげた者の割合は男

性で 13.1％、女性で 5.6％となっている。 

 年代別にみると、20歳代から 70歳代では、「食文化」をあげた者の割合が最も多く、７割弱か

ら８割台となっている。また、20歳代から 40歳代では１位「食文化」と２位の選択肢の間に 30

ポイント程度の差があった。一方、50 歳代以上では、その差が 20 ポイント以下となっており、

関心が多様化している様子が伺える。50歳代から 80歳代では、「歴史・史跡・寺廟」をあげた者

の割合は６割を超え、「自然環境」をあげた者の割合は４割台から５割台となっている。 

 

問６ 台湾のどのような分野に興味がありますか。次の中からあてはまるものをすべてお答えく

ださい。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.0

56.9

41.9

32.9

21.3

18.9

9.4

6.3

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食文化

歴史・史跡・寺廟

自然環境

ショッピング

伝統行事

（ランタンフェスティバルなど）

東洋医学（漢方・鍼灸など）

政治・経済

映画のロケ地・舞台

その他

無回答

該当数(N=508)
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該当
数

食文化 歴史・
史跡・寺廟

自然環境 ショッピング 伝統行事
（ランタン
フェスティ
バルなど）

508 78.0 56.9 41.9 32.9 21.3
男性 259 76.1 56.8 46.3 30.1 17.0
女性 249 79.9 57.0 37.3 35.7 25.7
20歳代 73 86.3 56.2 28.8 37.0 26.0
30歳代 77 79.2 39.0 33.8 45.5 18.2
40歳代 99 80.8 53.5 26.3 35.4 18.2
50歳代 76 80.3 61.8 48.7 35.5 22.4
60歳代 96 79.2 64.6 54.2 26.0 21.9
70歳代 71 67.6 63.4 59.2 19.7 22.5
80歳代 16 43.8 68.8 56.3 25.0 18.8
中学校 15 53.3 40.0 53.3 20.0 13.3
高等学校 143 77.6 56.6 41.3 25.9 18.2
短大・高専・専門学校 109 78.9 53.2 36.7 41.3 19.3
大学・大学院 240 79.6 59.6 44.2 34.2 24.6
事務職 101 80.2 57.4 36.6 35.6 19.8
管理職 27 88.9 51.9 48.1 44.4 25.9
専門的・技術職 44 59.1 56.8 43.2 27.3 20.5
販売・サービス職 43 83.7 44.2 25.6 37.2 18.6
技能・労務職 38 73.7 39.5 52.6 23.7 15.8
農林漁業 2 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0
主婦・主夫 135 79.3 60.0 44.4 36.3 23.0
学生 18 88.9 61.1 22.2 61.1 22.2
無職 80 72.5 67.5 51.3 21.3 21.3
北海道 12 91.7 58.3 50.0 16.7 50.0
東北 34 76.5 41.2 32.4 26.5 14.7
関東 171 80.1 56.1 37.4 33.3 20.5
中部 82 85.4 59.8 43.9 34.1 12.2
近畿 104 72.1 56.7 51.0 37.5 24.0
中国 30 60.0 53.3 33.3 50.0 13.3
四国 20 75.0 70.0 45.0 20.0 25.0
九州 55 80.0 61.8 43.6 23.6 32.7

該当
数

東洋医学
（漢方・鍼
灸など）

政治・経済 映画の
ロケ地・
舞台

その他 無回答

508 18.9 9.4 6.3 2.0 0.0
男性 259 15.8 13.1 4.2 2.7 0.0
女性 249 22.1 5.6 8.4 1.2 0.0
20歳代 73 12.3 11.0 12.3 1.4 0.0
30歳代 77 16.9 14.3 3.9 1.3 0.0
40歳代 99 17.2 8.1 8.1 3.0 0.0
50歳代 76 25.0 7.9 5.3 0.0 0.0
60歳代 96 19.8 5.2 7.3 2.1 0.0
70歳代 71 21.1 8.5 1.4 2.8 0.0
80歳代 16 25.0 25.0 0.0 6.3 0.0
中学校 15 13.3 13.3 6.7 0.0 0.0
高等学校 143 20.3 6.3 5.6 3.5 0.0
短大・高専・専門学校 109 21.1 7.3 6.4 0.0 0.0
大学・大学院 240 17.5 12.1 6.7 2.1 0.0
事務職 101 13.9 10.9 7.9 0.0 0.0
管理職 27 11.1 18.5 0.0 0.0 0.0
専門的・技術職 44 18.2 9.1 0.0 4.5 0.0
販売・サービス職 43 14.0 4.7 4.7 0.0 0.0
技能・労務職 38 23.7 13.2 7.9 0.0 0.0
農林漁業 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0
主婦・主夫 135 23.7 6.7 9.6 0.7 0.0
学生 18 16.7 0.0 11.1 0.0 0.0
無職 80 18.8 10.0 2.5 7.5 0.0
北海道 12 16.7 16.7 8.3 8.3 0.0
東北 34 14.7 5.9 5.9 0.0 0.0
関東 171 19.3 9.4 4.1 2.9 0.0
中部 82 18.3 9.8 3.7 0.0 0.0
近畿 104 19.2 13.5 12.5 2.9 0.0
中国 30 16.7 0.0 6.7 0.0 0.0
四国 20 20.0 15.0 5.0 0.0 0.0
九州 55 21.8 5.5 5.5 1.8 0.0

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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台湾に対する親しみ 

 

 台湾に親しみを感じるか聞いたところ、「親しみを感じる」と答えた者のは 31.8％、「どちらか

というと親しみを感じる」と答えたのは 34.7％、「どちらともいえない」と答えたのは 20.4％、「ど

ちらかというと親しみを感じない」と答えたのは 3.9％、「親しみを感じない」と答えたのは 9.1％

だった。 

 性別にみると、「親しみを感じる」と答えたのは男性で 36.8％、女性で 27.0％となっている。 

 年代別にみると、「親しみを感じる（計）」（「親しみを感じる」+「どちらかというと親しみを感

じる」）と答えた者は、すべての年代で６割弱から７割台となっている。 

 

問７ あなたは、台湾に親しみを感じますか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8 34.7 20.4 3.9 9.1 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

親しみを感じる

どちらかというと

親しみを感じる
どちらともいえない

どちらかというと

親しみを感じない
親しみを感じない

無回答

総数 親しみを
感じる

どちらか
というと
親しみを
感じる

どちらとも
いえない

どちらか
というと
親しみを
感じない

親しみを
感じない

無回答

1,000 31.8 34.7 20.4 3.9 9.1 0.1
男性 486 36.8 35.2 17.7 2.9 7.4 0.0
女性 514 27.0 34.2 23.0 4.9 10.7 0.2
20歳代 124 24.2 37.9 19.4 8.9 9.7 0.0
30歳代 156 30.1 28.2 22.4 5.1 14.1 0.0
40歳代 180 25.6 38.3 21.1 3.3 11.7 0.0
50歳代 149 33.6 32.2 20.1 2.7 11.4 0.0
60歳代 176 35.2 38.6 19.3 4.0 2.8 0.0
70歳代 139 36.0 39.6 19.4 1.4 3.6 0.0
80歳代 76 43.4 21.1 21.1 1.3 11.8 1.3
中学校 49 26.5 16.3 36.7 4.1 16.3 0.0
高等学校 326 28.8 36.2 22.4 4.3 8.3 0.0
短大・高専・専門学校 210 26.2 36.7 20.5 5.2 11.4 0.0
大学・大学院 412 37.6 35.0 16.5 2.9 7.8 0.2
事務職 173 30.6 35.8 17.9 3.5 12.1 0.0
管理職 38 52.6 26.3 10.5 2.6 7.9 0.0
専門的・技術職 79 35.4 40.5 11.4 3.8 8.9 0.0
販売・サービス職 81 32.1 34.6 22.2 2.5 8.6 0.0
技能・労務職 68 30.9 32.4 17.6 4.4 14.7 0.0
農林漁業 9 22.2 44.4 11.1 0.0 22.2 0.0
主婦・主夫 297 27.9 33.3 25.3 6.1 7.1 0.3
学生 24 33.3 45.8 16.7 0.0 4.2 0.0
無職 198 33.8 33.3 22.2 2.5 8.1 0.0
北海道 43 27.9 32.6 27.9 2.3 9.3 0.0
東北 73 24.7 37.0 21.9 6.8 8.2 1.4
関東 335 31.0 36.1 17.6 3.9 11.3 0.0
中部 168 29.8 36.3 22.6 2.4 8.9 0.0
近畿 177 33.3 31.6 21.5 4.5 9.0 0.0
中国 58 34.5 36.2 15.5 5.2 8.6 0.0
四国 31 41.9 29.0 19.4 3.2 6.5 0.0
九州 115 36.5 33.0 22.6 3.5 4.3 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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親しみを感じる理由 

 

 台湾に対して「親しみを感じる」、「どちらかというと親しみを感じる」と答えた者に、その理

由を聞いたところ、「歴史的に交流が長い」をあげた者の割合が最も高く 64.1％だった。次いで

「文化面での共通性がある」49.6％、「経済的な結びつきが強い」37.4％、「東日本大震災時に支

援を行ったから」35.9％の順となっている。 

 性別にみると、男女とも「歴史的に交流が長い」をあげた者の割合が最も高く、次いで「文化

面での共通性がある」となっている。「経済的な結びつきが強い」をあげた者の割合は男性で 45.7％、

女性で 28.3％となっている。 

 年代別にみると、20 歳代、30 歳代では「文化面での共通性がある」が１位となっているが、

40歳代から 80歳代では「歴史的に交流が長い」が１位となっている。 

 

問８ 親しみを感じる理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.1

49.6

37.4

35.9

8.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

歴史的に交流が長い

文化面での共通性がある

経済的な結びつきが強い

東日本大震災時に

支援を行ったから

その他

無回答

該当数(N=665)
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該当
数

歴史的に
交流が
長い

文化面で
の共通性
がある

経済的な
結びつきが
強い

東日本大
震災時に
支援を

行ったから

その他 無回答

665 64.1 49.6 37.4 35.9 8.0 0.5
男性 350 67.7 49.4 45.7 38.9 6.0 0.6
女性 315 60.0 49.8 28.3 32.7 10.2 0.3
20歳代 77 45.5 58.4 29.9 27.3 7.8 0.0
30歳代 91 42.9 50.5 38.5 31.9 7.7 0.0
40歳代 115 59.1 56.5 38.3 36.5 7.8 0.0
50歳代 98 68.4 48.0 40.8 30.6 8.2 0.0
60歳代 130 77.7 45.4 37.7 46.2 6.2 0.0
70歳代 105 83.8 51.4 41.9 30.5 5.7 0.0
80歳代 49 57.1 28.6 28.6 51.0 18.4 6.1
中学校 21 23.8 33.3 38.1 28.6 9.5 9.5
高等学校 212 67.9 51.4 37.3 37.7 8.0 0.0
短大・高専・専門学校 132 56.8 49.2 35.6 27.3 7.6 0.0
大学・大学院 299 67.2 49.5 38.5 39.1 8.0 0.3
事務職 115 58.3 49.6 38.3 33.9 5.2 0.0
管理職 30 70.0 53.3 40.0 33.3 13.3 0.0
専門的・技術職 60 65.0 45.0 41.7 40.0 8.3 0.0
販売・サービス職 54 53.7 59.3 35.2 25.9 5.6 0.0
技能・労務職 43 60.5 44.2 39.5 39.5 2.3 0.0
農林漁業 6 66.7 50.0 50.0 83.3 0.0 0.0
主婦・主夫 182 64.3 48.4 33.0 30.8 11.0 0.5
学生 19 47.4 63.2 21.1 36.8 15.8 0.0
無職 133 74.4 48.1 39.8 42.1 6.0 1.5
北海道 26 73.1 46.2 46.2 38.5 7.7 0.0
東北 45 55.6 48.9 40.0 55.6 8.9 0.0
関東 225 63.6 51.6 36.0 31.1 9.3 0.9
中部 111 60.4 47.7 39.6 40.5 5.4 0.0
近畿 115 67.0 53.0 40.9 35.7 5.2 0.0
中国 41 68.3 48.8 36.6 19.5 12.2 0.0
四国 22 63.6 40.9 27.3 40.9 9.1 0.0
九州 80 66.3 46.3 32.5 38.8 8.8 1.3

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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台湾に関する情報源 

 

 台湾に関する情報源について聞いたところ、「テレビ」をあげた者の割合が最も高く、77.0％だ

った。次いで、「インターネット」40.7％、「新聞・雑誌・書籍」30.1％、「日本の友人・知人」8.0％、

「訪台経験」7.5％、「家族・親戚」5.3％、「台湾の友人・知人」5.0％、「映画」3.0％、「学校教育」

1.6％の順となっている。 

 性別にみると、男女とも「テレビ」が１位となっている。 

 年代別にみると、すべての年代で「テレビ」が１位となっている。「新聞・雑誌・書籍」をあげ

た者の割合は 20歳代から 50歳代で１割～２割台である一方、60歳代から 80歳代では４割から

５割台となっている。 

 

問１０ 台湾に関する情報を、あなたは主にどこから得ていますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77.0

40.7

30.1

8.0

7.5

5.3

5.0

3.0

1.6

1.9

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ

インターネット

新聞・雑誌・書籍

日本の友人・知人

訪台経験

家族・親戚

台湾の友人・知人

映画

学校教育

その他

無回答

総数(N=1,000)
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総数 テレビ インター
ネット

新聞・
雑誌・
書籍

日本の
友人・知人

訪台経験 家族・親戚

1,000 77.0 40.7 30.1 8.0 7.5 5.3
男性 486 75.3 48.1 32.3 5.3 9.5 2.1
女性 514 78.6 33.7 28.0 10.5 5.6 8.4
20歳代 124 78.2 46.0 18.5 8.9 4.0 4.0
30歳代 156 71.8 42.3 12.2 10.3 7.1 3.8
40歳代 180 73.9 47.2 20.0 4.4 3.9 5.0
50歳代 149 74.5 45.0 28.9 6.0 5.4 6.0
60歳代 176 79.0 40.9 40.9 6.3 8.0 4.0
70歳代 139 81.3 41.7 48.2 10.8 12.9 8.6
80歳代 76 85.5 2.6 53.9 13.2 15.8 6.6
中学校 49 83.7 26.5 12.2 0.0 4.1 2.0
高等学校 326 81.6 37.4 30.4 7.1 6.1 5.5
短大・高専・専門学校 210 74.3 33.8 24.3 8.1 7.6 7.1
大学・大学院 412 74.0 48.5 35.0 9.7 8.7 4.6
事務職 173 71.1 51.4 20.2 9.8 4.0 2.3
管理職 38 71.1 60.5 36.8 7.9 15.8 2.6
専門的・技術職 79 70.9 51.9 30.4 3.8 3.8 1.3
販売・サービス職 81 80.2 34.6 21.0 6.2 9.9 6.2
技能・労務職 68 75.0 41.2 19.1 4.4 2.9 2.9
農林漁業 9 100.0 33.3 44.4 11.1 11.1 11.1
主婦・主夫 297 80.5 33.0 30.3 9.8 5.4 9.4
学生 24 87.5 37.5 33.3 16.7 0.0 12.5
無職 198 79.8 34.8 44.4 5.6 14.1 2.5
北海道 43 79.1 32.6 34.9 9.3 16.3 4.7
東北 73 91.8 20.5 35.6 9.6 2.7 6.8
関東 335 74.6 43.0 27.8 8.1 5.7 5.1
中部 168 73.8 41.1 29.8 5.4 8.9 5.4
近畿 177 75.7 41.2 33.3 10.2 8.5 4.0
中国 58 84.5 41.4 25.9 5.2 6.9 6.9
四国 31 74.2 48.4 32.3 3.2 9.7 3.2
九州 115 77.4 46.1 28.7 9.6 8.7 7.0

総数 台湾の
友人・知人

映画 学校教育 その他 無回答

1,000 5.0 3.0 1.6 1.9 0.2
男性 486 5.1 3.1 1.4 1.9 0.0
女性 514 4.9 2.9 1.8 1.9 0.4
20歳代 124 7.3 6.5 1.6 0.0 0.0
30歳代 156 6.4 1.9 1.9 1.9 0.0
40歳代 180 3.9 3.9 1.1 3.9 0.0
50歳代 149 3.4 4.0 0.7 2.0 0.0
60歳代 176 3.4 2.3 2.3 2.3 0.0
70歳代 139 5.8 0.7 0.0 1.4 0.0
80歳代 76 6.6 1.3 5.3 0.0 2.6
中学校 49 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
高等学校 326 3.4 3.7 1.2 2.5 0.6
短大・高専・専門学校 210 3.8 3.8 1.4 2.9 0.0
大学・大学院 412 7.3 2.4 2.2 1.2 0.0
事務職 173 5.8 4.6 1.7 1.7 0.0
管理職 38 5.3 2.6 0.0 0.0 0.0
専門的・技術職 79 5.1 0.0 0.0 1.3 0.0
販売・サービス職 81 3.7 6.2 1.2 1.2 0.0
技能・労務職 68 2.9 5.9 1.5 1.5 0.0
農林漁業 9 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0
主婦・主夫 297 4.0 3.0 1.7 1.7 0.3
学生 24 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0
無職 198 5.1 1.0 2.5 3.0 0.5
北海道 43 2.3 4.7 2.3 2.3 0.0
東北 73 2.7 4.1 2.7 0.0 0.0
関東 335 5.4 2.4 1.5 1.8 0.3
中部 168 4.2 1.8 1.2 2.4 0.6
近畿 177 9.6 5.6 1.1 3.4 0.0
中国 58 1.7 1.7 0.0 0.0 0.0
四国 31 3.2 3.2 0.0 3.2 0.0
九州 115 2.6 1.7 3.5 0.9 0.0

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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台湾に対する信頼 

 

 台湾は信頼できるか聞いたところ、「非常に信頼できる」と答えたのは 9.7％、「信頼できる」と

答えたのは 46.2％、「どちらともいえない」と答えたのは 37.5％、「信頼できない」と答えたのは

4.1％、「非常に信頼できない」と答えたのは 2.3％だった。 

 性別にみると、男女とも「信頼できる（計）」（「非常に信頼できる」+「信頼できる」）と答えた

者は 50％を超え、「信頼できない（計）」（「信頼できない」+「非常に信頼できない」）と答えた者

は１割以下となっている。 

 年代別にみても、すべて年代で性別と同様の傾向となっている。 

 

問１１ あなたは、台湾は信頼できると考えますか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7 46.2 37.5 4.1

2.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

非常に信頼できる

信頼できる

どちらともいえない

信頼できない

非常に信頼できない

無回答

総数 非常に
信頼できる

信頼できる どちらとも
いえない

信頼
できない

非常に
信頼

できない

無回答

1,000 9.7 46.2 37.5 4.1 2.3 0.2
男性 486 12.1 49.4 32.7 3.3 2.5 0.0
女性 514 7.4 43.2 42.0 4.9 2.1 0.4
20歳代 124 10.5 45.2 37.9 2.4 4.0 0.0
30歳代 156 11.5 37.2 43.6 3.2 4.5 0.0
40歳代 180 11.7 36.7 43.3 6.1 2.2 0.0
50歳代 149 10.1 43.0 41.6 2.7 2.7 0.0
60歳代 176 9.1 56.3 30.7 4.0 0.0 0.0
70歳代 139 7.9 58.3 27.3 4.3 2.2 0.0
80歳代 76 3.9 50.0 36.8 6.6 0.0 2.6
中学校 49 16.3 8.2 67.3 6.1 2.0 0.0
高等学校 326 8.0 46.3 38.7 5.8 0.9 0.3
短大・高専・専門学校 210 9.0 41.0 42.4 3.8 3.3 0.5
大学・大学院 412 10.7 53.4 30.3 2.7 2.9 0.0
事務職 173 11.0 43.9 36.4 5.2 3.5 0.0
管理職 38 15.8 55.3 23.7 2.6 2.6 0.0
専門的・技術職 79 15.2 48.1 30.4 3.8 2.5 0.0
販売・サービス職 81 11.1 43.2 40.7 2.5 2.5 0.0
技能・労務職 68 8.8 52.9 29.4 2.9 5.9 0.0
農林漁業 9 0.0 33.3 44.4 0.0 22.2 0.0
主婦・主夫 297 8.8 43.4 42.1 5.1 0.7 0.0
学生 24 4.2 62.5 33.3 0.0 0.0 0.0
無職 198 7.1 47.5 38.9 4.0 1.5 1.0
北海道 43 14.0 30.2 48.8 0.0 4.7 2.3
東北 73 2.7 57.5 34.2 5.5 0.0 0.0
関東 335 9.3 46.6 33.7 6.0 4.2 0.3
中部 168 11.3 42.3 41.1 4.8 0.6 0.0
近畿 177 10.2 45.8 39.5 1.7 2.8 0.0
中国 58 6.9 51.7 36.2 5.2 0.0 0.0
四国 31 9.7 51.6 38.7 0.0 0.0 0.0
九州 115 12.2 46.1 38.3 2.6 0.9 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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信頼できる理由 

 

 台湾は「非常に信頼できる」、「信頼できる」と答えた者に、その理由を聞いたところ、「自由・

民主主義などの価値観を有している」をあげた者の割合が最も高く、52.2％だった。次いで、「平

和な国だから」47.4％、「歴史的なつながり」43.8％、「経済・貿易パートナーだから」37.7％、「地

理的な近さ」30.1％、「豊かな伝統文化があるから」29.0％、「台湾政府の安全保障政策」18.4％

の順となっている。 

 性別にみると、男性では「自由・民主主義などの価値観を有している」が１位、「平和な国だか

ら」が２位、「歴史的なつながり」、「経済・貿易パートナーだから」が３位となっている。女性で

は「平和な国だから」が１位、「歴史的なつながり」が２位、「自由・民主主義などの価値観を有

している」が３位となっている。 

 

問１２ 信頼できる理由は何ですか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.2

47.4

43.8

37.7

30.1

29.0

18.4

5.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

自由・民主主義などの

価値観を有している

平和な国だから

歴史的なつながり

経済・貿易パートナーだから

地理的な近さ

豊かな伝統文化があるから

台湾政府の安全保障政策

その他

無回答

該当数(N=559)
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該当
数

自由・民主
主義などの
価値観を
有している

平和な国
だから

歴史的な
つながり

経済・貿易
パートナー
だから

地理的な
近さ

559 52.2 47.4 43.8 37.7 30.1
男性 299 61.2 47.2 42.8 42.8 27.4
女性 260 41.9 47.7 45.0 31.9 33.1
20歳代 69 44.9 49.3 23.2 33.3 27.5
30歳代 76 31.6 51.3 27.6 34.2 21.1
40歳代 87 51.7 44.8 41.4 34.5 28.7
50歳代 79 46.8 48.1 46.8 34.2 30.4
60歳代 115 67.8 48.7 56.5 41.7 29.6
70歳代 92 64.1 39.1 51.1 41.3 37.0
80歳代 41 43.9 56.1 56.1 46.3 39.0
中学校 12 41.7 33.3 16.7 8.3 8.3
高等学校 177 50.3 49.2 45.8 37.9 33.9
短大・高専・専門学校 105 36.2 52.4 41.9 34.3 32.4
大学・大学院 264 60.6 45.1 44.7 40.5 27.7
事務職 95 41.1 49.5 35.8 37.9 21.1
管理職 27 66.7 40.7 37.0 40.7 33.3
専門的・技術職 50 60.0 48.0 40.0 44.0 20.0
販売・サービス職 44 45.5 43.2 38.6 36.4 20.5
技能・労務職 42 40.5 47.6 40.5 23.8 35.7
農林漁業 3 66.7 66.7 66.7 66.7 33.3
主婦・主夫 155 47.1 50.3 48.4 34.2 40.0
学生 16 50.0 50.0 18.8 31.3 31.3
無職 108 69.4 45.4 52.8 45.4 27.8
北海道 19 36.8 73.7 36.8 52.6 21.1
東北 44 50.0 52.3 45.5 36.4 34.1
関東 187 51.3 42.8 42.8 36.4 34.2
中部 90 56.7 51.1 37.8 34.4 31.1
近畿 99 54.5 51.5 47.5 36.4 26.3
中国 34 52.9 58.8 41.2 32.4 20.6
四国 19 42.1 26.3 47.4 47.4 26.3
九州 67 53.7 38.8 50.7 44.8 28.4

該当
数

豊かな
伝統文化
が

あるから

台湾政府
の安全
保障政策

その他 無回答

559 29.0 18.4 5.4 0.0
男性 299 24.7 19.7 6.0 0.0
女性 260 33.8 16.9 4.6 0.0
20歳代 69 21.7 18.8 5.8 0.0
30歳代 76 25.0 13.2 1.3 0.0
40歳代 87 21.8 10.3 6.9 0.0
50歳代 79 31.6 15.2 5.1 0.0
60歳代 115 34.8 30.4 5.2 0.0
70歳代 92 31.5 20.7 5.4 0.0
80歳代 41 36.6 12.2 9.8 0.0
中学校 12 16.7 8.3 8.3 0.0
高等学校 177 31.6 18.1 5.1 0.0
短大・高専・専門学校 105 35.2 19.0 5.7 0.0
大学・大学院 264 25.0 18.9 4.9 0.0
事務職 95 25.3 17.9 5.3 0.0
管理職 27 29.6 25.9 3.7 0.0
専門的・技術職 50 18.0 12.0 8.0 0.0
販売・サービス職 44 29.5 22.7 9.1 0.0
技能・労務職 42 35.7 11.9 0.0 0.0
農林漁業 3 66.7 66.7 0.0 0.0
主婦・主夫 155 34.8 18.7 3.9 0.0
学生 16 12.5 12.5 12.5 0.0
無職 108 27.8 18.5 4.6 0.0
北海道 19 21.1 15.8 5.3 0.0
東北 44 40.9 25.0 0.0 0.0
関東 187 24.6 18.2 5.9 0.0
中部 90 33.3 14.4 4.4 0.0
近畿 99 29.3 17.2 6.1 0.0
中国 34 20.6 17.6 5.9 0.0
四国 19 52.6 26.3 5.3 0.0
九州 67 26.9 20.9 7.5 0.0

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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日本と台湾の関係をどう思うか 

 

 現在の日本と台湾の関係をどう思うか聞いたところ、「よい」と答えたのは 17.8％、「どちらか

といえばよい」と答えたのは 42.4％、「どちらともいえない」と答えたのは 35.4％、「どちらかと

いえば悪い」と答えたのは 2.8％、「悪い」と答えたのは 1.3％だった。 

 性別にみると、「よい（計）」（「よい」+「どちらかといえばよい」）と答えた者は男性で６割台、

女性で５割台だった。 

 年代別にみると、すべての年代で「よい（計）」（「よい」+「どちらかといえばよい」）と答えた

者が５割を超えている。 

 

問１５ あなたは、現在の日本と台湾の関係をどう思いますか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.8 42.4 35.4 2.8

1.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

よい

どちらかといえばよい

どちらともいえない

どちらかといえば悪い

悪い

無回答

総数 よい どちらかと
いえばよい

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば悪い

悪い 無回答

1,000 17.8 42.4 35.4 2.8 1.3 0.3
男性 486 21.4 45.7 28.8 2.5 1.4 0.2
女性 514 14.4 39.3 41.6 3.1 1.2 0.4
20歳代 124 12.1 45.2 38.7 1.6 2.4 0.0
30歳代 156 17.9 35.3 42.3 3.2 1.3 0.0
40歳代 180 17.2 37.2 38.9 4.4 2.2 0.0
50歳代 149 19.5 38.9 36.9 4.0 0.7 0.0
60歳代 176 16.5 56.8 23.3 2.8 0.6 0.0
70歳代 139 18.0 47.5 32.4 0.7 1.4 0.0
80歳代 76 27.6 28.9 38.2 1.3 0.0 3.9
中学校 49 14.3 20.4 55.1 6.1 2.0 2.0
高等学校 326 15.6 43.6 36.2 2.8 1.2 0.6
短大・高専・専門学校 210 16.7 37.6 40.5 3.8 1.4 0.0
大学・大学院 412 20.4 46.8 29.6 1.9 1.2 0.0
事務職 173 16.8 34.7 43.9 1.7 2.9 0.0
管理職 38 36.8 47.4 13.2 2.6 0.0 0.0
専門的・技術職 79 20.3 49.4 27.8 2.5 0.0 0.0
販売・サービス職 81 14.8 40.7 40.7 3.7 0.0 0.0
技能・労務職 68 19.1 42.6 29.4 2.9 5.9 0.0
農林漁業 9 11.1 33.3 44.4 11.1 0.0 0.0
主婦・主夫 297 16.5 40.4 37.7 4.4 0.3 0.7
学生 24 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0
無職 198 15.7 48.0 32.8 1.5 1.5 0.5
北海道 43 20.9 34.9 39.5 2.3 2.3 0.0
東北 73 15.1 42.5 39.7 1.4 1.4 0.0
関東 335 19.4 37.9 36.1 4.2 2.1 0.3
中部 168 16.7 48.8 31.0 3.0 0.6 0.0
近畿 177 16.9 42.9 36.2 1.1 1.7 1.1
中国 58 17.2 39.7 37.9 5.2 0.0 0.0
四国 31 19.4 58.1 19.4 3.2 0.0 0.0
九州 115 16.5 45.2 37.4 0.9 0.0 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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日本と台湾の関係は将来どうなるか 

 

 日本と台湾の関係は将来どうなると考えるか聞いたところ、「発展する」と答えたのは 18.1％、

「ある程度発展する」と答えたのは 38.3％、「変わらない」と答えたのは 31.5％、「ある程度悪化

する」と答えたのは 2.8％、「悪化する」と答えたのは 1.5％だった。 

 性別にみると、「発展する（計）」（「発展する」+「ある程度発展する」）と答えた者は男性で約

６割、女性で約５割だった。「悪化する（計）」（「ある程度悪化する」+「悪化する」）と答えた者

は男女とも 5％以下となっている。 

 年代別にみると、すべての年代で「発展する（計）」（「発展する」+「ある程度発展する」）と答

えた者は５割を超えている。また、すべての年代で「変わらない」と答えた者は２割から３割台、

「悪化する（計）」（「ある程度悪化する」+「悪化する」）と答えた者は 10％以下となっている。 

 

問１６ あなたは、日本と台湾の関係は将来どうなると考えますか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1 38.3 31.5

2.8 1.5

7.8 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

発展する

ある程度発展する

変わらない

ある程度悪化する

悪化する

わからない

無回答
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総数 発展する ある程度
発展する

変わらない ある程度
悪化する

悪化する

1,000 18.1 38.3 31.5 2.8 1.5
男性 486 21.0 40.3 28.8 2.7 1.6
女性 514 15.4 36.4 34.0 2.9 1.4
20歳代 124 15.3 42.7 31.5 2.4 0.0
30歳代 156 17.3 37.8 31.4 2.6 1.3
40歳代 180 18.9 32.2 33.3 5.0 3.3
50歳代 149 19.5 36.9 32.9 1.3 2.0
60歳代 176 20.5 36.9 34.1 4.0 1.1
70歳代 139 18.7 45.3 24.5 2.2 1.4
80歳代 76 13.2 39.5 31.6 0.0 0.0
中学校 49 14.3 30.6 40.8 0.0 0.0
高等学校 326 15.0 39.6 32.2 3.4 1.8
短大・高専・専門学校 210 16.7 32.4 37.1 1.4 1.4
大学・大学院 412 21.8 41.3 26.9 3.4 1.5
事務職 173 20.2 37.0 28.9 4.0 2.3
管理職 38 39.5 26.3 28.9 2.6 0.0
専門的・技術職 79 25.3 39.2 29.1 0.0 2.5
販売・サービス職 81 12.3 38.3 35.8 4.9 1.2
技能・労務職 68 25.0 39.7 22.1 4.4 2.9
農林漁業 9 11.1 22.2 44.4 11.1 0.0
主婦・主夫 297 16.2 37.4 35.7 2.4 0.7
学生 24 12.5 58.3 20.8 0.0 0.0
無職 198 12.1 39.4 33.8 2.0 1.0
北海道 43 14.0 27.9 48.8 2.3 0.0
東北 73 16.4 37.0 30.1 2.7 1.4
関東 335 18.2 37.0 33.1 3.3 2.7
中部 168 16.7 42.9 28.0 3.0 0.6
近畿 177 19.2 37.9 27.1 2.8 1.7
中国 58 13.8 27.6 46.6 5.2 0.0
四国 31 19.4 45.2 29.0 0.0 0.0
九州 115 22.6 44.3 26.1 0.9 0.9

総数 わからない 無回答

1,000 7.8 0.0
男性 486 5.6 0.0
女性 514 9.9 0.0
20歳代 124 8.1 0.0
30歳代 156 9.6 0.0
40歳代 180 7.2 0.0
50歳代 149 7.4 0.0
60歳代 176 3.4 0.0
70歳代 139 7.9 0.0
80歳代 76 15.8 0.0
中学校 49 14.3 0.0
高等学校 326 8.0 0.0
短大・高専・専門学校 210 11.0 0.0
大学・大学院 412 5.1 0.0
事務職 173 7.5 0.0
管理職 38 2.6 0.0
専門的・技術職 79 3.8 0.0
販売・サービス職 81 7.4 0.0
技能・労務職 68 5.9 0.0
農林漁業 9 11.1 0.0
主婦・主夫 297 7.7 0.0
学生 24 8.3 0.0
無職 198 11.6 0.0
北海道 43 7.0 0.0
東北 73 12.3 0.0
関東 335 5.7 0.0
中部 168 8.9 0.0
近畿 177 11.3 0.0
中国 58 6.9 0.0
四国 31 6.5 0.0
九州 115 5.2 0.0

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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日本と台湾の間で最も懸念される問題 

 

 日本と台湾の間で最も懸念される問題だと思うものを聞いたところ、「ない」と答えたのは

20.9％だった。「漁業問題」と答えたのは 24.8％、「経済面での競合関係」と答えたのは 17.1％、

「領土問題」と答えたのは 18.0％、「歴史問題」と答えたのは 11.3％、「知的財産権問題」と答え

たのは 1.9％となっている。 

 性別にみると、男性では「漁業問題」が１位、「領土問題」が２位、「経済面での競合関係」が

３位となっている。女性では「ない」が１位、「漁業問題」が２位、「経済面での競合関係」が３

位となっている。 

 年代別にみると、60 歳代、70 歳代で「漁業問題」をあげた者の割合が約 3 割となっている。

一方、20歳代から 50歳代では 20％以上の者が「ない」と答えている。 

 

問１７ 日本と台湾の間で最も懸念される問題だと思うのはどれですか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.8 17.1 18.0 11.3

1.9

4.9 20.9 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

漁業問題

経済面での競合関係

領土問題

歴史問題

知的財産権問題

その他

ない

無回答
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総数 漁業問題 経済面で
の

競合関係

領土問題 歴史問題 知的
財産権
問題

1,000 24.8 17.1 18.0 11.3 1.9
男性 486 27.2 18.9 21.0 11.5 1.4
女性 514 22.6 15.4 15.2 11.1 2.3
20歳代 124 14.5 25.8 18.5 14.5 1.6
30歳代 156 21.2 14.7 19.2 15.4 1.3
40歳代 180 22.2 11.7 23.3 8.9 2.2
50歳代 149 24.8 14.1 16.1 11.4 4.7
60歳代 176 32.4 21.0 16.5 9.1 1.1
70歳代 139 30.9 18.7 14.4 11.5 1.4
80歳代 76 26.3 14.5 15.8 7.9 0.0
中学校 49 18.4 16.3 22.4 4.1 2.0
高等学校 326 24.2 21.2 16.0 10.4 1.2
短大・高専・専門学校 210 23.3 11.4 14.8 11.9 2.9
大学・大学院 412 26.7 17.0 20.6 12.6 1.9
事務職 173 23.1 18.5 20.2 12.1 1.7
管理職 38 34.2 13.2 23.7 13.2 0.0
専門的・技術職 79 25.3 11.4 17.7 15.2 5.1
販売・サービス職 81 24.7 18.5 13.6 12.3 0.0
技能・労務職 68 23.5 11.8 17.6 11.8 4.4
農林漁業 9 33.3 0.0 44.4 0.0 0.0
主婦・主夫 297 25.3 19.9 16.8 9.4 2.4
学生 24 16.7 25.0 20.8 20.8 0.0
無職 198 25.8 15.7 18.2 10.6 1.0
北海道 43 18.6 7.0 14.0 4.7 0.0
東北 73 23.3 21.9 15.1 8.2 1.4
関東 335 24.2 13.7 18.2 13.7 2.7
中部 168 21.4 18.5 22.0 10.1 1.8
近畿 177 27.7 19.2 17.5 10.2 2.8
中国 58 29.3 25.9 10.3 10.3 0.0
四国 31 38.7 12.9 9.7 19.4 0.0
九州 115 24.3 19.1 21.7 10.4 0.9

総数 その他 ない 無回答

1,000 4.9 20.9 1.1
男性 486 5.3 14.4 0.2
女性 514 4.5 27.0 1.9
20歳代 124 0.0 25.0 0.0
30歳代 156 3.8 24.4 0.0
40歳代 180 5.6 26.1 0.0
50歳代 149 6.7 22.1 0.0
60歳代 176 7.4 12.5 0.0
70歳代 139 6.5 16.5 0.0
80歳代 76 1.3 19.7 14.5
中学校 49 2.0 28.6 6.1
高等学校 326 5.5 20.2 1.2
短大・高専・専門学校 210 4.8 30.0 1.0
大学・大学院 412 4.9 15.8 0.5
事務職 173 3.5 20.8 0.0
管理職 38 0.0 15.8 0.0
専門的・技術職 79 6.3 19.0 0.0
販売・サービス職 81 1.2 28.4 1.2
技能・労務職 68 4.4 26.5 0.0
農林漁業 9 11.1 11.1 0.0
主婦・主夫 297 3.7 21.5 1.0
学生 24 0.0 16.7 0.0
無職 198 7.6 17.7 3.5
北海道 43 2.3 53.5 0.0
東北 73 6.8 20.5 2.7
関東 335 7.2 19.7 0.6
中部 168 3.0 22.0 1.2
近畿 177 3.4 19.2 0.0
中国 58 3.4 15.5 5.2
四国 31 0.0 16.1 3.2
九州 115 5.2 17.4 0.9

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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台湾総統・蔡英文氏の認知度 

 

 2016年 1月の総統選挙で蔡英文氏が当選し、台湾史上初の女性総統になったことを知っている

か聞いたところ、「知っていた」と答えたのは39.5％、「聞いたことはある程度」と答えたのは26.5％、

「知らなかった」と答えたのは 34.0％だった。 

 性別にみると、「知っていた」と答えたのは男性で 48.6％、女性で 30.9％、「知らなかった」と

答えたのは男性で 24.3％、女性で 43.2％となっている。 

 年代別にみると、「知っていた」と答えたのは、60歳代から 80歳代で５割を超えている。一方、

20歳代、30歳代では半数以上の者が「知らなかった」と答えた。 

 

問１８ 台湾では、2016年 1月に総統選挙が行われ、民主進歩党の蔡英文氏が当選しました。台

湾史上、初の女性総統となります。あなたは、このことを知っていましたか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.5 26.5 34.0 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

知っていた

聞いたことはある程度

知らなかった

無回答

総数 知っていた 聞いたこと
はある程度

知らな
かった

無回答

1,000 39.5 26.5 34.0 0.0
男性 486 48.6 27.2 24.3 0.0
女性 514 30.9 25.9 43.2 0.0
20歳代 124 21.0 25.8 53.2 0.0
30歳代 156 26.3 23.7 50.0 0.0
40歳代 180 29.4 28.3 42.2 0.0
50歳代 149 34.9 32.9 32.2 0.0
60歳代 176 53.4 29.5 17.0 0.0
70歳代 139 59.7 23.0 17.3 0.0
80歳代 76 60.5 15.8 23.7 0.0
中学校 49 20.4 26.5 53.1 0.0
高等学校 326 39.9 29.8 30.4 0.0
短大・高専・専門学校 210 30.0 22.9 47.1 0.0
大学・大学院 412 46.6 25.7 27.7 0.0
事務職 173 35.3 28.9 35.8 0.0
管理職 38 71.1 15.8 13.2 0.0
専門的・技術職 79 36.7 27.8 35.4 0.0
販売・サービス職 81 25.9 30.9 43.2 0.0
技能・労務職 68 32.4 27.9 39.7 0.0
農林漁業 9 33.3 11.1 55.6 0.0
主婦・主夫 297 34.0 27.6 38.4 0.0
学生 24 29.2 12.5 58.3 0.0
無職 198 56.6 22.2 21.2 0.0
北海道 43 37.2 20.9 41.9 0.0
東北 73 34.2 21.9 43.8 0.0
関東 335 39.7 24.5 35.8 0.0
中部 168 38.7 26.2 35.1 0.0
近畿 177 42.9 28.8 28.2 0.0
中国 58 32.8 34.5 32.8 0.0
四国 31 45.2 35.5 19.4 0.0
九州 115 40.9 27.8 31.3 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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自然災害時等に行われる日本と台湾間の相互支援を知っているか 

 

 近年、日本と台湾の間では自然災害や大事故などが発生した際に、相互支援を行っていること

を知っているか聞いたところ、「知っていた」と答えたのは 41.6％、「聞いたことはある程度」と

答えたのは 30.9％、「知らなかった」と答えたのは 27.5％だった。 

 性別にみると、「知っていた」と答えたのは男性で 49.6％、女性で 34.0％となっている。「知ら

なかった」と答えたのは男性で 22.2％、女性で 32.5％となっている。 

 年代別にみると、「知っていた」と答えたのは 60歳代から 80歳代では半数を超えている一方、

20歳代、30歳代では約４割の者が「知らなかった」と答えている。 

 

問１９ 近年、日本と台湾の間では自然災害や大事故などが発生した際に、政府や民間を問わず

相互支援を行っています。あなたは、このことを知っていましたか。（答えは１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.6 30.9 27.5 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

(N=1,000)

知っていた

聞いたことはある程度

知らなかった

無回答

総数 知っていた 聞いたこと
はある程度

知らな
かった

無回答

1,000 41.6 30.9 27.5 0.0
男性 486 49.6 28.2 22.2 0.0
女性 514 34.0 33.5 32.5 0.0
20歳代 124 29.8 29.0 41.1 0.0
30歳代 156 28.2 30.1 41.7 0.0
40歳代 180 37.8 26.1 36.1 0.0
50歳代 149 36.2 36.2 27.5 0.0
60歳代 176 52.3 37.5 10.2 0.0
70歳代 139 56.8 30.2 12.9 0.0
80歳代 76 55.3 22.4 22.4 0.0
中学校 49 18.4 24.5 57.1 0.0
高等学校 326 37.7 36.8 25.5 0.0
短大・高専・専門学校 210 32.9 32.9 34.3 0.0
大学・大学院 412 51.9 25.7 22.3 0.0
事務職 173 38.2 28.3 33.5 0.0
管理職 38 71.1 13.2 15.8 0.0
専門的・技術職 79 50.6 24.1 25.3 0.0
販売・サービス職 81 29.6 39.5 30.9 0.0
技能・労務職 68 33.8 32.4 33.8 0.0
農林漁業 9 33.3 22.2 44.4 0.0
主婦・主夫 297 33.7 36.7 29.6 0.0
学生 24 41.7 33.3 25.0 0.0
無職 198 53.0 28.3 18.7 0.0
北海道 43 34.9 37.2 27.9 0.0
東北 73 37.0 32.9 30.1 0.0
関東 335 44.5 29.3 26.3 0.0
中部 168 40.5 29.8 29.8 0.0
近畿 177 41.2 29.4 29.4 0.0
中国 58 37.9 34.5 27.6 0.0
四国 31 51.6 38.7 9.7 0.0
九州 115 40.0 32.2 27.8 0.0

職業

地域

総数

性別

年代

最終
学歴
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力を入れて行うべき交流の分野 

 

 日本と台湾が特に力を入れて行うべき交流の分野は何だと思うか聞いたところ、「観光」をあげ

た者の割合が最も高く、53.2％だった。次いで、「経済」50.3％、「政治、安全保障」39.4％、「文

化」37.0％、「青少年交流」25.8％、「地方交流」17.8％の順となっている。 

 性別にみると、男性では「経済」が１位、「観光」が２位となっている。女性では「観光」が１

位、「経済」が２位となっている。 

 年代別にみると、20歳代から 70歳代で半数以上の者が「観光」をあげている。 

 

問２０ 日本と台湾が特に力を入れて行うべき交流の分野は何だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.2

50.3

39.4

37.0

25.8

17.8

2.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

観光

経済

政治、安全保障

文化

青少年交流

地方交流

その他

無回答

総数(N=1,000)
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総数 観光 経済 政治、
安全保障

文化 青少年
交流

1,000 53.2 50.3 39.4 37.0 25.8
男性 486 53.9 60.3 40.5 37.7 24.5
女性 514 52.5 40.9 38.3 36.4 27.0
20歳代 124 50.8 45.2 23.4 41.1 17.7
30歳代 156 53.2 45.5 30.8 28.8 16.7
40歳代 180 55.6 47.2 36.1 38.3 22.2
50歳代 149 53.0 48.3 38.9 36.9 22.1
60歳代 176 56.8 56.8 47.7 41.5 36.9
70歳代 139 51.1 62.6 59.7 41.7 36.7
80歳代 76 47.4 42.1 35.5 25.0 27.6
中学校 49 42.9 32.7 28.6 18.4 8.2
高等学校 326 57.7 53.4 44.2 36.8 29.8
短大・高専・専門学校 210 51.0 40.0 37.6 33.3 22.4
大学・大学院 412 52.2 55.1 37.6 41.3 26.7
事務職 173 46.8 51.4 33.5 35.3 14.5
管理職 38 52.6 55.3 39.5 60.5 28.9
専門的・技術職 79 68.4 49.4 29.1 34.2 30.4
販売・サービス職 81 50.6 46.9 32.1 42.0 22.2
技能・労務職 68 51.5 54.4 36.8 35.3 17.6
農林漁業 9 44.4 22.2 66.7 33.3 33.3
主婦・主夫 297 55.6 45.5 41.8 35.4 28.6
学生 24 41.7 41.7 25.0 37.5 29.2
無職 198 52.0 58.6 49.0 36.9 31.3
北海道 43 60.5 48.8 44.2 34.9 34.9
東北 73 65.8 46.6 43.8 35.6 30.1
関東 335 50.4 50.7 37.3 37.0 23.9
中部 168 53.6 49.4 41.7 41.1 29.2
近畿 177 49.2 52.5 44.1 32.8 26.0
中国 58 53.4 50.0 31.0 32.8 22.4
四国 31 58.1 54.8 41.9 45.2 25.8
九州 115 54.8 48.7 33.9 39.1 21.7

総数 地方交流 その他 無回答

1,000 17.8 2.8 1.0
男性 486 17.9 3.1 0.4
女性 514 17.7 2.5 1.6
20歳代 124 16.9 0.0 0.0
30歳代 156 9.6 3.8 0.0
40歳代 180 17.2 5.6 0.0
50歳代 149 14.1 4.0 0.0
60歳代 176 21.6 1.1 0.0
70歳代 139 25.9 2.9 0.0
80歳代 76 21.1 0.0 13.2
中学校 49 14.3 0.0 10.2
高等学校 326 22.7 1.8 0.9
短大・高専・専門学校 210 16.2 4.3 1.0
大学・大学院 412 15.3 3.2 0.0
事務職 173 11.6 3.5 0.0
管理職 38 23.7 5.3 0.0
専門的・技術職 79 12.7 3.8 0.0
販売・サービス職 81 18.5 0.0 0.0
技能・労務職 68 14.7 1.5 0.0
農林漁業 9 33.3 11.1 0.0
主婦・主夫 297 21.2 1.7 1.0
学生 24 8.3 0.0 0.0
無職 198 20.2 3.5 3.5
北海道 43 25.6 4.7 0.0
東北 73 19.2 4.1 0.0
関東 335 13.7 3.6 0.6
中部 168 19.6 1.8 1.2
近畿 177 18.1 2.3 2.3
中国 58 19.0 1.7 1.7
四国 31 25.8 3.2 0.0
九州 115 20.0 1.7 0.9

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域
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青少年交流で促進すべき分野 

 

 日本と台湾両政府が、相互理解を深めることを目的に行っている青少年の交流事業について、

どの分野を特に促進すべきだと思うか聞いたところ、「スポーツ」をあげた者の割合が最も高く、

60.0％だった。次いで、「修学旅行」45.8％、「芸術」35.8％、「文学」20.2％、「書道」9.4％、「囲

碁」8.7％の順となっている。 

 性別にみると、男女とも「スポーツ」が１位、「修学旅行」が２位となっている。 

 年代別にみると、30歳代から 80歳代で半数以上の者が「スポーツ」をあげている。 

 

問２１ 日本と台湾両政府は、相互理解を深めることを目的に、青少年の交流事業を継続して行

ってきました。日台青少年交流について、以下のどの分野の交流を特に促進すべきだと思います

か。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.0

45.8

38.5

20.2

9.4

8.7

4.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツ

修学旅行

芸術

文学

書道

囲碁

その他

無回答

総数(N=1,000)
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総数 スポーツ 修学旅行 芸術 文学 書道

1,000 60.0 45.8 38.5 20.2 9.4
男性 486 63.2 46.7 36.0 22.4 8.0
女性 514 57.0 44.9 40.9 18.1 10.7
20歳代 124 47.6 49.2 34.7 25.8 7.3
30歳代 156 55.8 35.3 30.1 23.1 7.7
40歳代 180 58.3 43.3 31.1 18.3 8.9
50歳代 149 57.0 45.0 43.6 15.4 5.4
60歳代 176 69.3 60.2 43.8 19.3 9.1
70歳代 139 74.1 46.8 55.4 21.6 7.9
80歳代 76 51.3 34.2 26.3 18.4 28.9
中学校 49 44.9 34.7 20.4 18.4 10.2
高等学校 326 64.1 47.5 37.7 22.4 7.7
短大・高専・専門学校 210 53.8 44.8 35.2 17.1 10.5
大学・大学院 412 62.1 46.4 43.0 20.4 10.0
事務職 173 59.0 41.6 32.9 19.1 4.6
管理職 38 52.6 60.5 44.7 15.8 5.3
専門的・技術職 79 70.9 43.0 38.0 21.5 10.1
販売・サービス職 81 56.8 49.4 29.6 13.6 8.6
技能・労務職 68 60.3 36.8 29.4 25.0 4.4
農林漁業 9 66.7 22.2 44.4 44.4 33.3
主婦・主夫 297 59.6 46.1 45.1 18.9 9.8
学生 24 33.3 58.3 33.3 20.8 12.5
無職 198 63.1 47.5 38.4 22.2 13.1
北海道 43 51.2 55.8 30.2 16.3 7.0
東北 73 60.3 61.6 31.5 24.7 6.8
関東 335 59.7 43.6 39.7 17.9 10.4
中部 168 54.2 47.6 43.5 21.4 8.9
近畿 177 61.6 42.9 45.2 20.9 10.7
中国 58 70.7 37.9 32.8 12.1 5.2
四国 31 67.7 41.9 35.5 32.3 6.5
九州 115 62.6 45.2 28.7 23.5 10.4

総数 囲碁 その他 無回答

1,000 8.7 4.5 1.2
男性 486 10.3 5.3 1.0
女性 514 7.2 3.7 1.4
20歳代 124 8.1 0.8 0.0
30歳代 156 10.3 5.1 0.0
40歳代 180 7.2 6.1 0.0
50歳代 149 6.0 4.0 0.0
60歳代 176 8.5 4.0 0.0
70歳代 139 9.4 6.5 0.0
80歳代 76 14.5 3.9 15.8
中学校 49 4.1 2.0 8.2
高等学校 326 6.7 3.7 1.2
短大・高専・専門学校 210 7.1 5.7 1.0
大学・大学院 412 11.7 4.6 0.5
事務職 173 8.1 4.0 0.0
管理職 38 10.5 2.6 0.0
専門的・技術職 79 12.7 7.6 0.0
販売・サービス職 81 4.9 0.0 0.0
技能・労務職 68 4.4 0.0 0.0
農林漁業 9 22.2 11.1 0.0
主婦・主夫 297 6.4 2.4 1.0
学生 24 16.7 0.0 0.0
無職 198 11.1 7.6 4.5
北海道 43 9.3 7.0 0.0
東北 73 12.3 4.1 0.0
関東 335 9.3 6.3 0.9
中部 168 5.4 3.0 0.0
近畿 177 8.5 1.7 2.8
中国 58 6.9 3.4 3.4
四国 31 6.5 12.9 0.0
九州 115 11.3 3.5 1.7

地域

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

職業

総数

性別

年代

最終
学歴

地域


